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［2面］生活保護制度 ［3面］江東区・第七消防方面合同水防訓練 5／21(木)

［4面］民生・児童委員はあなたの身近な相談相手 ［9面］江東区清掃事務所臨時職員(アルバイト)募集

今号の
主な内容

平
成

年
の
江
東
区
内
交
通
事
故
死
者
数
は

人
で
都
内
最
多
と
な

26

11

り
︑
大
変
深
刻
な
状
況
で
す
︒
ま
た
︑
昨
年
�
月
に
有
明
︑
今
年
�
月

に
は
新
砂
で
︑
交
通
事
故
に
よ
り
小
学
生
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
︒
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
︑
一
人

ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

交差点付近での事故多発！
目視も含め確実な安全確認を

交通事故の約3分の2は、交差点とその付近で発
生しています。交差点付近ではさまざまな方向か
ら歩行者や自転車が通行してくるものと考え、右
折・左折時に目視も含めた確実な安全確認をして
ください。特にこどもは死角に入りやすく、視野
も狭いということを十分に理解したうえで運転し
ましょう。

慣れた道でも細心の注意を

慣れた道でも油断せず、危険を予測した運転を
してください。運転中は緊張感を持ち、周囲に十
分気を配りましょう。

車の死角に注意！

自転車は車体が小さいため、車の死角に入りや
すいです。「ドライバーが自分の存在に気付いて
いないかもしれない」と考えながら、十分注意し
て走行しましょう。「車が止まってくれるだろう」
という思い込みは禁物です。

自転車は車両の一種

交通ルールや自転車安全利用五則(①自転車は、
車道が原則、歩道は例外②車道は左側を通行③歩
道は歩行者優先で、車道寄りを徐行④安全ルール
を守る(飲酒運転・二人乗り・並進の禁止など)⑤
こどもはヘルメットを着用)を守りましょう。ま
た、加害者になった場合、高額の損害賠償請求例
(小学5年だった加害者少年の保護者に約9,500万
円の賠償命令など)もあります。交通ルール・マナ
ーを守るとともに、万が一の場合に備えて自転車
の保険に加入しましょう。

こどもの交通事故は次のような場合に多く発生
しています。
○自宅近くの生活圏内
○学校帰りや帰宅後の夕方時間帯
○道路横断中(横断歩道を含む)

横断時に運転者が自分を見ているか
確認するように教えよう

交通ルールはもちろんのこと、横断時に｢ドラ
イバーは自分に気付いているかな｣と確認するこ
とを繰り返しお子さんに教えてあげてください。

こどもは見ている！あなたの交通マナー

大人の交通ルール違反が目につきます。こども
は大人のまねをします。大人がしっかりと交通ル
ールを守る姿を見せることで、こどもの交通事故
防止につながっていきます。

5／11(月)〜20(水)は春の全国
交通安全運動期間です。｢こど
もと高齢者の交通事故防止｣を
運動の基本とし、交通事故情勢
等を踏まえて次の4点を運動の
重点と定めています。
○自転車の安全利用の推進
○すべての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい

着用の徹底
○飲酒運転の根絶
○二輪車の交通事故防止
また、期間中の5／20(水)は｢交
通事故死ゼロを目指す日｣です。
交通事故にあわない、起こさな
いために、一人ひとりが交通ル
ールとマナーを守りましょう。

信号無視などの危険行為を行い、3年
以内に2回以上摘発された悪質自転車運
転者は、都道府県公安委員会より自転車
運転者講習(有料)の受講命令書類が交付
されます。この受講命令に従わない場合、
5万円以下の罰金が科せられることにな
ります。
詳細は警視庁ホームページ(▢HP http:

//www.keishicho.metro.tokyo.jp/
kotu/bicycle/kousyu.htm)をご覧くだ
さい。

▢問 交通対策課交通係☎3647-4784
深川警察署☎3641-0110
城東警察署☎3699-0110
東京湾岸警察署☎3570-0110
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http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

生
活
保
護
は
︑
憲
法
第

条
の
定

25

め
に
基
づ
き
︑
現
に
暮
ら
し
に
困
っ

て
い
る
国
民
の
誰
も
が
受
け
ら
れ
ま

す
︒
﹁
病
気
や
け
が
な
ど
で
収
入
が

な
い
﹂
﹁
働
い
て
い
て
も
収
入
が
少

な
い
﹂
な
ど
︑
生
活
費
や
住
宅
費
︑

医
療
費
等
に
困
っ
て
い
る
方
に
そ
の

不
足
分
を
補
う
と
と
も
に
︑
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
︒

生
活
保
護
は
︑
国
の
決
め
た
保
護

基
準
︵
最
低
生
活
費
︶
と
そ
の
世
帯

の
収
入
を
比
較
し
て
︑
収
入
が
保
護

基
準
を
下
回
る
場
合
に
︑
不
足
す
る

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

た
だ
し
︑
生
活
保
護
に
優
先
し
て
︑

世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
次
の
よ
う
な

努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

○
預
金
や
土
地
な
ど
の
資
産
は
活
用

す
る

○
働
け
る
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
く

○
親
子
︑
兄
弟
姉
妹
な
ど
か
ら
で
き

る
だ
け
援
助
を
受
け
る

○
年
金
や
各
種
手
当
な
ど
他
の
法
律

な
ど
の
給
付
を
活
用
す
る

▢問
﹇
深
川
地
域
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑

南
砂
︑
新
砂
に
お
住
ま
い
の
方
﹈

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
亀
戸
︑
大
島
︑
北
砂
︑
東
砂
�
～
�

丁
目
︑
夢
の
島
︑
新
木
場
︑
若
洲
に

お
住
ま
い
の
方
﹈

保
護
第
二
課
︵
大
島
�
︱

	
︱

�
総

合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
�
�
�


)
�


�



ひ
き
こ
も
り
等
相
談
会
・
居
場

所
運
営
︵
�
～
�
月
開
催
分
︶

専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
相
談

員
が
︑
個
別
対
応
に
よ
る
面
談
ま
た

は
電
話
相
談
を
開
始
し
ま
す
︒

ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
社
会
生
活

に
困
難
を
抱
え
る
若
者
が
︑
次
の
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
手
助
け
を
行

い
ま
す
︒
今
年
度
か
ら
当
事
者
の
居

場
所
運
営
や
東
陽
・
豊
洲
地
区
で
の

相
談
会
も
開
催
し
ま
す
︒

▢時

▢場
下
表
の
と
お
り
※
�
月
以

降
︑
相
談
会
は

回
︵
月
�
～
�
回

10

程
度
︶
︑
居
場
所
運
営
は
	

回
︑
出

張
相
談
会
は
�
回
︵
月
�
回
で
奇
数

月
は
豊
洲
地
区
︑
偶
数
月
は
東
陽
地

区
︶
開
催

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お

お
む
ね

歳
～

歳
ま
で
の
方
お
よ

15

35

び
そ
の
保
護
者
各
回
�
～
�
人
程
度

▢費
無
料

▢内
個
別
面
談
︑
電
話
相
談
︑
当
事

者
の
居
場
所
運
営
お
よ
び
専
門
機
関

の
紹
介

▢師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
自
立
援
助

セ
ン
タ
ー
相
談
員

▢申
面
談
は
各
開
催
日
前
日
︵
土
・

区
で
は
︑
区
内
中
小
企
業
に
永
年

勤
務
し
て
い
る
方
で
︑
人
格
︑
勤
務

成
績
が
優
れ
︑
他
の
模
範
と
な
る
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
︒
該

当
す
る
従
業
員
が
い
る
事
業
主
の
方

は
︑
ご
推
薦
く
だ
さ
い
︒

﹇
表
彰
の
種
類
お
よ
び
対
象
﹈

○

年
表
彰

10勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

10

20

○

年
表
彰

20勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

20

30

○

年
表
彰

30勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

30

40

○

年
表
彰

40勤
務
年
数
が

年
以
上

40

※
勤
務
年
数
は
平
成

年
�
月
�
日

27

現
在
の
満
年
数

﹇
推
薦
方
法
﹈

事
業
主
と
所
属
す
る
商
工
団
体
の

長
と
の
連
名
に
よ
り
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
︒

た
だ
し
︑
商
工
団
体
に
所
属
し
て

い
な
い
事
業
所
は
︑
事
業
主
の
推
薦

で
推
薦
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

推
薦
書
は
経
済
課
︵
区
役
所
�
階
29

番
︶
に
あ
り
ま
す
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
︶
︒

▢締
�
月

日
︵
火
︶
必
着

30

﹇
被
表
彰
者
の
決
定
﹈

審
査
委
員
会
で
被
表
彰
者
を
決
定

し
ま
す
︒

﹇
表
彰
式
﹈

▢時
�
月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
︵
予

27

定
︶
▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
レ

ク
ホ
ー
ル
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

区
内
で
の
自
転
車
の
盗
難
被
害
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
︒

平
成

年
は
前
年
と
比
べ
て
�
�

26

�

件
︑
約

％
増
の
�
︑
�

�

�

件

25

の
自
転
車
の
盗
難
被
害
が
あ
り
ま
し

た
︒

自
転
車
盗
難
の
防
犯
対
策

﹇
駐
輪
時
に
は
か
ぎ
を
必
ず
か
け
る
﹈

平
成

年
の
都
内
の
自
転
車
盗
の

25

う
ち
︑

・
	
％
が
施
錠
を
し
な
い

59

状
態
で
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
︒
か

ぎ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
な
ど
の
防
犯
性

の
高
い
か
ぎ
に
し
︑
駐
輪
時
は
必
ず

か
け
ま
し
ょ
う
︒

﹇
路
上
に
放
置
し
な
い
﹈

か
ぎ
を
か
け
て
い
て
も
路
上
に
放

置
し
た
ま
ま
で
は
盗
難
被
害
に
あ
う

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
︒
自
転
車
は

明
る
く
管
理
の
行
き
届
い
た
自
転
車

駐
車
場
に
駐
輪
し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
防
犯
登
録
を
す
る
﹈

防
犯
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

万
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
で
も
︑
発

見
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
︑
自
転

車
購
入
時
に
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
︒
ま
だ
防
犯
登
録
を
し

て
い
な
い
方
は
︑
東
京
都
自
転
車
商

防
犯
協
力
会
に
加
入
し
て
い
る
自
転

車
販
売
店
で
防
犯
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
︒

▢問
危
機
管
理
課
防
犯
担
当

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

区
で
は
中
小
企
業
や
商
店
街
へ
の

支
援
策
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

﹁
中
小
企
業
支
援
施
策
ガ
イ
ド
﹂
を
︑

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
︒
各
種
補
助

事
業
︑
商
工
相
談
︑
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
︑

区
の
事
業
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
小

冊
子
で
す
︒
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
一
冊
置
い
て
︑
積
極
的
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
︒

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
︒

﹇
配
布
場
所
﹈経
済
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶
︑
産
業
会
館
︵
東
陽
�
︱

	

29︱

︶
︑
各
出
張
所

▢費
無
料

18▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�


)
�
�
�
�

﹁
退
職
後
は
地
域
に
貢
献
す
る
よ

う
な
活
動
を
し
た
い
﹂
﹁
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
も
の
を
見
つ
け
た
い
﹂

な
ど
と
考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
の
た
め

の
講
座
で
す
︒
社
会
生
活
で
得
た
知

識
や
経
験
は
︑
地
域
活
動
で
十
分
生

か
せ
ま
す
︒
ま
た
︑
活
動
を
通
し
て

多
く
の
仲
間
と
出
会
っ
た
り
︑
新
た

な
自
分
を
発
見
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒
﹁
最
初
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
﹂
﹁
何
か
に
挑
戦
を
し
た

い
﹂
と
お
考
え
の
方
︑
本
セ
ミ
ナ
ー

で
仲
間
を
見
つ
け
︑
地
域
と
つ
な
が

る
き
っ
か
け
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢場
江
東

区
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽
�
︱

︱

11

�
︶
ま
た
は
区
役
所
︵
回
に
よ
り
異

な
り
ま
す
︶

▢人
お
お
む
ね

～

代
の
区
民
お

50

70

よ
び
区
内
在
勤
の
方

人
︵
申
込
順
︶

30

▢費
無
料

▢師
北
浦
正
代
︵
健
康
生
き
が
い
開

発
財
団
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶

▢申
	
月

日
︵
金
︶
か
ら
高
齢
者

15

支
援
課
地
域
福
祉
係
︵
区
役
所
�
階

�
番
︶
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま

す

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

日
曜
︑祝
日
を
除
く
︶ま
で
の
午
前
�

時
半
～
午
後
�
時
に
︑
電
話
相
談
は

開
催
日
当
日
に
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
�


�
(
�
�
�
	
)
�


�
�

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

お
よ
び
交
流
会

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
た
め
に
︑

家
族
や
周
り
の
支
援
者
は
ど
う
接
す

れ
ば
良
い
の
か
︑
み
ん
な
で
考
え
解

決
策
を
見
つ
け
る
講
演
会
で
す
︒
講

演
会
終
了
後
︑
参
加
者
同
士
の
交
流

会
も
行
い
ま
す
︒

▢時
	
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

24

�
時

▢場
青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
階
多

目
的
室
︵
亀
戸


︱

︱

︶
▢人

41

16

ど
な
た
で
も

人
︵
先
着
順
︶
▢費

30

無
料

▢師
河
野
久
忠
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も

▢問
青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

※6／18(木)は居場所運営あり

相談会・居場所運営

青少年センター
第1研修室

5／21(木)、6／6(土)・18(木)、
7／4(土)・16(木)14：00〜18：00

会場日時

出張相談会

教育センター第1・2研修室
(東陽2-3-6)6／26(金)13：30〜16：30

豊洲区民館第1・2洋室7／24(金)13：30〜16：30

豊洲区民館第1・2洋室
(豊洲5-5-1-101)5／22(金)13：30〜16：30

会場日時

7／8(水)
18：30〜20：30

プログラム

地域社会と上手に付き合う方
法とは〜人付き合いのコツ、
仲間づくりの方法〜

6／24(水)
18：30〜20：30

講座のまとめ〜仲間とともに
地域への第一歩を踏み出そ
う！〜

7／22(水)
18：30〜20：30

高齢社会の現状について〜豊
かな老後を迎えるためには〜

6／10(水)
18：30〜20：30

テーマ日時

地域活動で生きがいを見つけ
る〜生きがいにつながる活動
を見つけよう〜

▲ぜひご活用を
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

e歩きたばこはこどもの目の位置m危険な歩きたばこやポイ捨ては、区内全域で禁止です。

台
風
や
集
中
豪
雨
が
集
中
す
る
雨

期
を
前
に
︑
江
東
区
・
第
七
消
防
方

面
合
同
水
防
訓
練
を
都
立
木
場
公
園

で
実
施
し
ま
す
︒

区
と
防
災
関
係
機
関
が
連
携
し
︑

水
防
態
勢
の
強
化
と
水
防
工
法
の
技

術
向
上
を
目
的
と
し
た
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
ま
す
︒

訓
練
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の

で
︑
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
午
前

時
～

21

10

正
午

▢場
都
立
木
場
公
園
多
目
的
広

場
︵
平
野
�
)

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
河
川
公
園
課
工
務
係

☎
(
�
	
�


)
�
�
�
�

区
で
は
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
講
座
を
年
�
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
て
い
ま
す
︒

第
�
回
は
︑
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ベ

ラ
ン
ダ
で
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し

く
育
て
る
方
法
を
学
び
な
が
ら
︑
参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
︒

緑
の
中
の
都
市
づ
く
り
に
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▲区と防災関係機関が連携し訓練

対
象
外
︶

▢費
�
︑






円
︵
材
料
費
等
︶

▢内
ベ
ラ
ン
ダ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ら

で
は
の
ハ
ー
ブ
の
育
て
方
の
コ
ツ
︑

ハ
ー
ブ
の
効
能
・
活
用
方
法
な
ど
※

ハ
ー
ブ
の
苗
や
ポ
ッ
ト
︑
土
な
ど
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

▢師
草
香
も
え
︵
ハ
ー
ブ
研
究
家
︶

▢保
�

歳
	

か
月
～
就
学
前
児
童

︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月

日
︵
月
︶
消
印
有
効

25

▢申
往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②
氏

名
・
ふ
り
が
な
③
年
齢
④
住
所
⑤
電

話
番
号
⑥
一
時
保
育
を
希
望
す
る
場

合
は
︑
こ
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な

・
性
別
・
生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進

135

8383

係
へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

込
で
き
ま
す☎

(
�
	
�


)
�




�

▢時
	
月

日
︵
金
)
・

日
︵
木
︶
︑

19

25



月
�
日
︵
木
︶
午
後
�
時
～
�
時

︵
全
�

回
︶
▢場
砂
町
文
化
セ
ン
タ

ー
︵
北
砂
�
︱

�
︱



︶

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上
の
全
回

16

参
加
で
き
る
方

人
︵
抽
選
※
昨
年

25

度
お
よ
び
今
年
度
本
講
座
︵
シ
リ
ー

ズ
を
問
わ
ず
︶
を
受
講
さ
れ
た
方
は

区
で
は
︑
江
東
区
海
外
リ
サ
イ
ク

ル
支
援
協
会
︵
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶
︑
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・

学
校
を
つ
く
る
会
︵
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
︶
と
協
働
し
︑
学
用
品
が
不
足
す

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
机
・
い
す
や
楽
器

な
ど
を
寄
贈
す
る
﹁
海
外
支
援
事

業
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

今
年
度
も
︑
区
内
の
小
中
学
校
や

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
机

・
い
す
や
楽
器
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
ら
の
机
・
い
す
を
補
修
す
る
作

業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
︒

補
修
作
業
で
は
︑
ぞ
う
き
ん
が
け

や
さ
び
た
部
分
に
ペ
ン
キ
塗
り
を
す

る
な
ど
︑
机
・
い
す
を
き
れ
い
に
修

復
し
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
︒

﹇
作
業
日
﹈
	

月

日
︵
金
)
・

日

19

20

︵
土
︶
午
後
�

時
半
～
︵
両
日
と
も

雨
天
決
行
︶

▢場
旧
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
工
場
セ
ン
タ

ー
︵
潮
見
�
︱

�
︱

�
︶

▢集
午
後
�
時

分
に
Ｊ
Ｒ
潮
見
駅

20

改
札
前
︵
潮
見
�
︱



︱

︶
20

▢締
�
月

日
︵
金
︶

29

▢申
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
清
掃
リ
サ

イ
ク
ル
係
︵
区
役
所
隣
防
災
セ
ン
タ

ー
	
階
�
番
︶
に
︑
電
話
ま
た
は
窓

口
で

☎
(
�
	
�


)
�
�
�
�

江
東
区
は
水
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
ま
ち
で
す
︒
江
戸
時
代
か
ら
河

川
が
開
削
さ
れ
︑
人
や
物
︑
情
報
を

運
ぶ
水
路
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
︒
豊
か
な
水
の
環
境
に
恵

ま
れ
た
﹁
ま
ち
﹂
の
風
景
は
﹁
水
彩

都
市
・
江
東
﹂
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
あ
る
情
景
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
︒

今
回
は
文
化
観
光
ガ
イ
ド
が
運
河

を
軸
に
ご
案
内
す
る
︑
�
つ
の
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
で
す
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢人
�
時
間
半
程
度
の
ま
ち
あ
る
き

が
で
き
る
方
各

人
︵
申
込
順
︑
小

25

学
生
以
下
保
護
者
同
伴
︶

▢費
大
人
�




円
︵
保

険
代
ほ
か
︶
︑
小
学
生
以

下
無
料

▢申
�
月

日
︵
金
︶
午

15

前
�
時
か
ら
電
話
で
江
東

区
文
化
観
光
ガ
イ
ド
事
務

局
︵
江
東
区
観
光
協
会
内
︶

☎
︵
	
�
�
�
︶


�
�



日本では、環境月間である6月に、全国各地で環境イベントが開か
れています。えこっくる江東でも毎年6月に環境フェアを開催して
います。環境月間に、えこっくる江東でエコを学び、環境保全への
関心を深めてみませんか。
▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)ほか▢申 5／
15(金)9：00からえこっくる江東へ電話または窓口で☎3644-7130

6月は環境月間！

�
月

	
月
ご
ろ
か
ら
梅
雨
︑
台
風
の

季
節
を
迎
え
ま
す
︒
昨
今
は
下
水

排
水
能
力
を
超
え
る
局
地
的
集
中

豪
雨
に
よ
り
︑
道
路
冠
水
等
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
備
え
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
︒
水
害
に
備
え

る
た
め
︑
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
を
確
認
し
︑
気
象
の
変
化

に
注
意
し
ま
し
よ
う
︒

﹁
土
の
う
﹂
は
区
指
定
日
に
配
送

区
で
は
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑

	
月
か
ら

月
に
毎
月
﹁
土
の
う
﹂

10

を
希
望
者
に
配
付
し
ま
す
︒
台
風

接
近
時
等
の
直
前
対
応
は
困
難
で

す
の
で
︑
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
︒

※
配
付
し
た
土
の
う
は
︑
個
人
で

日
常
管
理
・
不
要
時
の
処
分
を
お

願
い
し
ま
す
︒
ま
た
︑
土
の
う
を

お
持
ち
の
方
で
︑
袋
が
破
損
し
て

い
る
場
合
は
︑
袋
の
み
の
配
付
も

行
っ
て
い
ま
す
︒
な
お
︑
多
量
の

場
合
等
︑
配
送
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
︒

﹇
�
月
受
付
分
の
配
送
日
﹈
	
月
上

旬
の
区
が
指
定
す
る
日

▢申
�
月

日
︵
金
︶
ま
で
に
電

29

話
で
河
川
公
園
課
工
務
係

☎
(
�
	
�


)
�
�
�
�

無料

自然案内人と一緒に
親子で身近な自然を
探検しながら、自然
観 察 を し ま す▢師
佐々木洋(プロ・ナ
チュラリスト)

6／28(日)
9：30〜
12：00

佐々木洋の
「わくわく
生きものた
んけん隊」
(単発参加)

小学生10人(申
込順、小学4年
生以下は要保護
者同伴、幼児同
伴可)

持ち帰り用袋、
手ふきタオル無料

たまねぎ等の身近な
材料を使ってハンカ
チの草木染めに挑戦
します。

6／13(土)
13：30〜
16：00

ハンカチの
草木染め

弁当、飲み物、
おやつ、おむ
つ、着替え、
雨具等

1組
300円

持ち物費用講座名

えこっくる江東の近
くの公園で芝生等の
植物を利用した遊び
を楽しみ、親子で五
感を使って自然と触
れ合います▢師 西直
人(リードクライム
㈱)

内容

年長児〜小学生
と保護者20組40
人(申込順)

飲み物、筆記
用具、帽子、
雨具、虫よけ
スプレー、虫
さされ薬

どなたでも(小
学生以下は要保
護者同伴)

なし無料

みどりのカーテンを
栽培し、育て方や肥
料などでお悩みの方
向けに相談会を開催
します。開催時間中
はいつでも相談でき
ますので、お気軽に
お越しください▢場

区役所2階ロビー▢申
当日直接会場へ

6／17(水)
〜19(金)
10：00〜
16：00

みどりのカ
ーテン講座
「みどりの
カーテン相
談会」

親子一緒に
はじめての
自然遊び〜
2歳児クラ
ス〜

6／10(水)
10：30〜
12：30

日程

※特に記載のない講座は、対象者以外の方(乳幼児等)の入室(参加)はできません。
※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。詳しく
はお問い合わせください。

2歳児と保護者
12組(申込順、
保護者の同伴は
2人まで)

対象

出発時間10分前に東京メトロ東西線木
場駅4ｂ地上出口

出発時間10分前に都営大江戸線門前仲
町駅改札

集合

古地図を見ながら江戸時代に思いを馳
せ、大横川〜横十間川の運河沿いを歩
きます［コース］洲崎神社〜新田橋〜大
横川沿い〜横十間川親水公園(旧富士
見橋・旧平住橋・寛永寺旧蔵石造灯籠)
〜スポーツ会館(解散)※解散後希望者
に釜屋の渡し・小名木川橋梁・小名木
川駅跡・石田波郷関係碑をご案内

深川エリアに流れる5つの運河をめぐ
り、江戸〜現代の歴史をひもときます
［コース］大島川西支川(澁澤栄一宅跡)
〜大横川(巽橋・練兵衛橋・越中島橋)
〜黒船稲荷〜古石場川親水公園〜蓬莱
橋跡碑〜平久川(波除碑・時雨橋)〜越
中島川(釣船橋)〜古石場文化センター
(解散)

内容

6／3(水)〜6(土)①10：00〜(12：00解散)
②13：00〜(15：00解散)

5／27(水)〜30(土)①10：00〜(12：20解
散)②13：00〜(15：20解散)

日時

江戸切絵図で歩く江東の運河深川の5つの運河をめぐるツアー名
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

�
月

日
︵
火
︶
は
民
生
・
児
童

12

委
員
の
日
で
す
︒
民
生
・
児
童
委
員

は
︑
生
活
や
子
育
て
な
ど
︑
福
祉
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
︑
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
乗
り
ま

す
︒
暮
ら
し
の
中
で
︑
﹁
ち
ょ
っ
と

困
っ
た
﹂
﹁
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も

ら
い
た
い
﹂
こ
と
が
あ
れ
ば
︑
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

ご
近
所
で
活
動
中

区
内
に
は
︑
�
月
�
日
現
在
︑
�

�
�
人
の
民
生
・
児
童
委
員
が
い
ま

す
︒
こ
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
扱
う
主
任
児
童
委
員
も

人
い
ま

18

す
︒
い
ず
れ
も
︑
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
す
︒
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
︒

相
談
・
訪
問
等

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍

○
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
の
安

否
確
認
や
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
︒

○
妊
娠
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
︒

○
経
済
的
困
窮
で
お
悩
み
の
方
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
︒

○
敬
老
祝
金
の
お
届
け
を
し
て
い
ま

す
︒

○
小
中
学
校
へ
の
訪
問
と
行
事
へ
の

参
加
︑
こ
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

○
児
童
館
や
保
健
所
の
催
し
に
参
加

し
︑
お
手
伝
い
や
育
児
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
︒

○
福
祉
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
主
的
な

研
修
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

○
こ
ど
も
ま
つ
り
や
区
民
ま
つ
り
に

参
加
し
︑
こ
ど
も
た
ち
と
交
流
し

た
り
︑
募
金
活
動
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
︒

い
た
だ
い
た
相
談
は

関
係
機
関
へ
橋
渡
し

い
た
だ
い
た
相
談
を
区
役
所
や
児

童
相
談
所
︑
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
︑
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
適
切
な
関
係
機
関
に
橋
渡
し
す

る
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
︒

秘
密
は
厳
守

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
そ
の
活
動

に
あ
た
り
︑
常
に
個
人
の
人
格
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
秘
密
を
守
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

民
生
・
児
童
委
員
は

バ
ッ
ジ
と
身
分
証
明
書
を
携
帯

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
全
国
統
一

の
バ
ッ
ジ
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
︒

訪
問
時
に
は
︑
顔
写
真
が
付
い
た

﹁
民
生
委
員
・
児
童
委
員
証
明
書
﹂

も
携
帯
し
て
い
ま
す
︒

ま
ず
は
区
役
所
へ
問
合
せ
を

悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
し
た
い

と
き
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

お
住
ま
い
の
区
域
を
担
当
す
る
民
生

・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
︒

豊
洲
地
区
で
新
た
に
委
嘱

平
成

年

月
�
日
の
改
選
後
︑

25

12

新
た
に
左
表
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
︒▢問

福
祉
課
福
祉
係

☎
(
	
�


�
)


	
�



亀
戸
が
大
好
き
な
地
域
の
人
た
ち

が
︑
亀
戸
に
伝
わ
る
歴
史
や
言
い
伝

え
を
こ
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
こ
の
絵
本
が
で
き
ま
し

た
︒地

域
住
民
と
文
化
セ
ン
タ
ー
が
一

緒
に
な
っ
て
︑
す
べ
て
手
作
り
で
仕

上
げ
ま
し
た
︒

一
昨
年
は
﹁
亀
戸
物
語
Ⅰ
香
取
神

浅
間
神
社
﹂
を
作
成

し
ま
し
た
︒

今
回
は
全
国
的
に

も
有
名
な
﹁
亀
戸
天

神
社
﹂
の
物
語
で
す
︒

江
東
図
書
館
︑
亀

戸
図
書
館
︑
亀
戸
文

化
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

で
き
ま
す
︒

ま
た
︑
亀
戸
地
区
の
小
学
校
に
も

配
布
し
ま
す
︒

▢問
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

か
め
い
ど
副
都
心
単
語
帳
﹁
か
め

た
ん
﹂
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
︒

﹁
か
め
た
ん
﹂
は
芝
浦
工
業
大
学

の
学
生
と
地
域
住
民
︑
文
化
セ
ン
タ

ー
職
員
が
一
緒
に
亀
戸
の
街
を
歩
い

て
発
見
し
た
面
白
い
ス
ポ
ッ
ト
を
単

語
帳
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
︒

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
ら
な
い
﹁
か

め
た
ん
﹂
だ
け
の
お
も
し
ろ
ス
ポ
ッ

ト
が
目
白
押
し
︒

春
の
暖
か
な
日
差
し
の
も
と
﹁
か

め
た
ん
﹂
片
手
に
亀
戸
散
策
に
で
か

け
ま
せ
ん
か
︒

﹇
頒
布
場
所
﹈亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
亀
戸
�
︱

︱

�

カ
メ
リ
ア
プ
ラ

19

ザ
�
階
︶
▢費
�
�
�
円

▢問
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ど
う
ぶ
つ
し
ょ
う
ぎ
は
	
マ
ス
×



マ
ス
の
盤
面
を
用
い
︑
将
棋
の
駒

の
動
き
を
簡
略
化
し
た
ゲ
ー
ム
で
す
︒

簡
単
で
す
が
奥
が
深
い
︑
す
ぐ
に

覚
え
て
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ど
う
ぶ

つ
し
ょ
う
ぎ
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
︒

学
年
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

の
対
戦
で
す
︒

皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
大
会
当
日
の
午
前

時
半

10

か
ら
正
午
ま
で
︑
体
験
入
門
会
を
開

催
し
ま
す
︵
事
前
申
込
不
要
・
無
料
︶
︒

初
心
者
の
方
は
こ
ち
ら
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶﹇
未
就
学
児
大

28

会
﹈午
前

時
～
正
午
﹇
小
学
生
大

11

会
﹈午
後
�
時
半
～


時

▢場
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
森
下
	

︱

︱

︶
▢人
ど
う
ぶ
つ
し
ょ
う

12

17

ぎ
の
ル
ー
ル
が
わ
か
る


歳
～
小
学

�
年
生
�
�
�
人
︵
申
込
順
︶

▢費
	
�
�
円
︵
お
み
や
げ
付
き
︶

▢申
�
月

日
︵
土
︶
午
前
�
時
か

16

ら
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
� ▲亀戸散策にご活用を ▲亀戸天神社を絵本で紹介

▲気軽にご相談を

▲研修活動の様子（白杖体験)

▲東京都民生・児童
委員のキャラク
ター「ミンジー｣

▲こどもまつりでも活動

悩まず気軽にご相談ください

▲民生・児童
委員バッジ ▲民生委員・児童委員証明書

東陽地区で23年にわたり民生・児
童委員として活動をされている早坂

治子さんにお話を伺いました。
○どのような方から相談があります

か？

高齢の方が多いですが、最近は子
育てをしている方からもよく相談を
受けています。
○どのような相談がありますか？

辰巳一丁目3番(都住16〜22号
棟)、4番、5番、8番(都住23・
24号棟)

佐藤香代子

豊洲地区
担当区域氏 名生活の困りごとや町の情報のことまでさまざまです。

学校、保育園のことや子育てに関する相談もあります。
○相談を受ける際に心がけていることはありますか？

まずはしっかりお話を聞くこと。また、一方的に意見
するのではなく、同じ地域の人として同じ目線で一緒に
なって解決していくようにしています。
○相談をためらっている方に一言お願いします。

勇気を出して前に踏み出してくれれば、こちらも一歩
踏み出せます。手続きなどは必要ないので、お気軽に相
談してください。

社
﹂
︑
昨
年
は
﹁
亀
戸
物
語
Ⅱ
亀
戸

新たに委嘱された民生・児童委員
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